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─ カタログを拝見すると、御社が扱う製品にはライ
フサイエンス分野の機器が多いようですが、まずは、
主な事業内容やこれまでの歩みを簡単にお話しいただ
けますでしょうか。
　当社は海外の最先端機材を販売する輸入商社で
す。核となっているのは研究機材です。そこから広
がって医療機器やエンターテイメント系の機器を幅
広く扱うようになりました。
　当社はもともと日本から海外へ電子パーツを輸出
するモンテシステムという名の会社だったのです
が、そこに私が入社し、21 年前に研究機材の輸入
を始めました。そして、今から 6 年前にエンターテ
イメント向けの機材を輸入するため、ゼロシーセブ
ンという新しい会社を立ち上げました。
　その体制で事業を続けてきたのですが、2013 年
10 月にモンテシステムをゼロシーセブンと社名を
変更し、それに伴い、旧ゼロシーセブンをフォーセ
ブンという社名に変更しました。フォーセブンでは

多目的に使えるスタジオの運営やコンテンツ制作な
どを行っています。

─海外企業から信頼を得たり、代理店契約を結ぶ
というのは楽なことではないと思いますが、どのよ
うにして取引を広げてこられたのでしょうか。　
　 最 初 に 研 究 機 材 を 扱 う よ う に な っ た の は
BIOPAC や SR Research といった会社の製品でし
た。現在、BIOPAC は基礎医学分野での研究・教
育用の高品質な製品を出しています。一方の SR 
Research は高速眼球計測システムを使った脳機能
研究機器のリーディングカンパニーであり、私が
BIOPAC や SR Research と取引を始めた頃は、大
学の研究室から出て来て、会社を立ち上げたばかり
といった感じでした。
　そのため代理店契約を結びやすかったわけです
が、私のほうでも、厳しい目で見られる日本市場の
情報を彼らにフィードバックし、製品開発に役立て
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“研究・医療用からエンターテイメント系”まで
海外の最先端機器を扱う輸入商社
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てもらいました。その点では、一緒に成長してきた
というところがあります。
　ある程度、実績が出てきてからは、取引を始めた
いという企業には、その実績を見てもらえるように
なりました。こうした積み重ねもあり、今では、ヨー
ロッパの商工会議所などからも連絡をいただき、こ
ういう製品があるので見に来てくれないか、と売り
込みを受けることもあります。

─展示会などを通して、製品の取り扱いを始めた
ということもございますか。
　ドイツのデュッセルドルフで開かれる世界最大級
の医療機器に関する専門見本市「メディカ」で出会
い、総代理店になった会社もあります。製品は高齢
者がゲームをしながらリハビリを行うシステムで
す。ゲームでの体の動きをカメラで撮影し、昨日は
ここまでしかできなかったことが、今日はできるよ
うになったと成果をゲームに反映させることで、リ
ハビリや予防医学に役立てようというものでした。

─日本ではどのように市場を開拓していったので
しょうか。
　研究機材や医療機器の販売を始めた頃は、私 1 人
で全国各地をよく飛び回っていました。BIOPAC
には心電図、脳波、筋電図、血圧、血流など様々な
生体信号をパソコンへ記録できる機器があり、その
デモ機を持って、研究者を訪ねたあと、そのほかの
研究室にも顔を出したり、挨拶をしたりして地道に
営業活動を行っていました。

　そうした結果、医学に限らず、いろいろな分野の
研究者と知り合うことができ、さらに製造メーカー
等にも使っていただけるようになりました。次第に、
そうした方々から、こんな機械はないかと要望をい
ただくようになり、それに応えるため扱う製品が増
えていったのです。

─最先端の機器を扱うということで、ご苦労をさ
れたことはございますか。
　今はずいぶん減りましたが、初めの頃は、機器の問
題ではなく、OS が変わったとか、バージョンの違いで
動かないとか、コンピューターと周辺機器との相性が
悪いとか…、コンピューターのちょっとしたトラブルで
納入先から問い合わせを受けることがよくありました。
　付加価値があるからこそ、対価をいただけると考
え、それらに応えていったのですが、私自身、コン
ピューターについて多少の知識があったことが、様々
な要望に対応できたのだと思います。

─コンピューターは趣味としてお好きだったので
しょうか。
　実は、この業界に入る前はコンピューターのプログ
ラマーをやっており、銀行や証券会社など事務系のア
プリケーションを作っていました。その後、アップル
の周辺機器の開発を行ったこともあり、アップルのファ
ンになりました。そのような経験もあり、アップルファ
ンの研究者との話し合いの席では、ついつい話が弾
んでしまい、2 時間がアップルのコンピューターの話で、
肝心の機器の話が 30 分ということもありました。（笑）

ゼロシーセブンで取り扱っている製品の一部
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─社名のゼロシーセブンには、どのような意味が
あるのでしょうか。
　私の前職がプログラマーだったとお話ししまし
たが、新卒のとき初めて出したエラーコード「0c7」
が由来です。「0c7」とは、定義されていないので再
定義しなさいというコードです。
　エンターテイメント系の機器を扱う会社を立ち上げ
るとき、私の頭にあったのは、最先端のテクノロジー
を使って、既存のシステムを再定義したいというこ
とでした。例えば、当社で取り扱っているカメラレス

（Xsens 社 MVN）、マーカーレス（Organic Motion
社 Stage）のモーションキャプチャという製品があり
ます。それらはカメラレスやマーカーレスでは不可能
と言われていたことを可能にしています。そんな既存
のシステムを打破するような製品を積極的に扱ってい
きたい。社名にはそういう意味も込められています。

─社名のロゴマークも面白いデザインですね。
　「0c7」という文字を使って
ロゴをデザインしてみると、
ビリヤードで使う７番ボール
のようだね、という話になり、
なおかつ７番ボールの色はエ
ンジ色なので、ロゴにもその色を取り入れました。
　話は少しそれますが、ビリヤード台には思い出が
あります。現在のビルに入る前に使っていたオフィス
では、ビリヤード台の上にボードを置き、デスクとし
て使っていました。
　ゲーム会社のお客様が来たときなどは、ビリヤー
ド台に置いたボードを外し、ビリヤードをやってい
ました。そうした話題づくりもエンターテイメント系
の機器の売上に役立ったようです。
　ビリヤード台は安くて性能のいい台湾製もあった
のですが、アメリカの会社のスタッフが来社したと
き、「この台はアメリカ製だよ！」と言えるように敢
えて競技用として使える高価なアメリカ製を選びまし
た。当時はスピーカーにもこだわっていて、アメリカ
製の JBLで揃えていました。遊び心は仕事において
も大切にしたいと考えています。

─オフィスも、ハイセンスな印象を受けますね。
　このオフィスが入っている建物はガラス張りですか
ら、中のオフィスも同じように近未来的な内装にす
ることもできました。しかし、最先端のものを扱って
いるからこそ、普遍的なものを大切にしたいと思い、
木や石やレンガなどを使用して温かみのあるデザイン
にしてもらいました。
　また、水槽にはスッポンモドキという亀を飼ってい
ます。スッポンモドキはブタのような鼻を持っている
ため、ピックノーズタートル、ブタバナガメとも言われ
ています。私は昔からこの亀が好きで、前のオフィス
でも飼っていました。スッポンモドキの亀のほか、龍
と虎と鳥の装飾を取り入れることで、この部屋の風
水の四神（玄武・青龍・白虎・朱雀）を表現しています。

─オフィスはどなたかがデザインされたのでしょうか。
　ANA インターコンチネンタルホテル にあるシガー
バーを手掛けたデザイナーの方にお願いしました。
以前インターコンチネンタルのバーに行ったとき、雰

▲社長ご自慢の葉巻。
　管理は難しいがその香りは
　まさに「究極のアロマ」

制作オフィスでは、若手スタッフとクリエイティブな企画がとびかう

◀社長お気に入りの
　スッポンモドキ亀
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囲気がたいへん気に入って、デザイナーを紹介して
もらいました。
　実は、私はタバコを一度やめているのですが、海
外で勧められたのがきっかけで、葉巻にはまってし
まいました。葉巻は本当に奥が深い嗜好品で、低常
温多湿の状態で、ある程度の年数を寝かます。とて
も手のかかるものですが、その香りは、まさに究極
のアロマと言っても過言ではありません。
　この部屋は喫煙ができるようになっていますが、
その分、空調には万全を期しています。オゾンの力
で臭いを消し去るので、臭いを感じることはないと思
います。

─葉巻がお好きだと、ウイスキーも飲まれるので
しょうか。
　葉巻を嗜むようになり、シングルモルトのウイスキー
を飲むようになりました。特に「アードベック」とい
うウイスキーがお気に入りです。初めのうちは薬のよ
うな味で飲めなかったのですが、今となっては、そ
れでないと味気なく感じるようになりました。この

「アードベック」には「アリゲーター」という限定品が
あるのですが、初めて入った銀座のバーで、おそら
くないと思いながらも「アリゲーター」を注文してみ
たところ、お店の方が銀座中を探して 2 本持ってき
てくれました。さすが銀座は違うなぁと感心したもの
です。結局、私はその店でボトルを入れることになっ
てしまいました。（笑）

─ ここ 7 階オフィスの上の階が、多目的に使え
るスタジオになっているのですね。
　私たちは「Linkage 047」と呼んでいて、多目的
なエンターテイメント・スペースになっています。高
解像度のプロジェクターが９台設置してあり、壁面
へのプロジェクションマッピングができる映像機器、
多様な音響機器があり、映像と音楽を合わせたさ
まざまな演出が可能です。カフェやバーカウンター、
VIP ルームもあり、ここをエンターテイメント系だけ
でなく、研究や医療に関係する様々な人たちとの交
流、情報交換の場にできればと思っています。

─最後になりますが、塩野社長がモットーとされ
ていることや経営理念などがありましたら、お聞か
せください。
　私は長年、デジタルの世界で生きてきたのですが、
どちらかというと感覚的な人間で、人と会ったり、
話したりすることが好きです。プログラマーを辞め、
モノを売ろうと思ったのも、人とのふれあいを大切に
したかったからでした。
　また、人とのふれあいと同様に美しさやカッコよ
さ、遊び心といった理屈では説明できない感覚も、
大切にしていきたいと思っています。仕事をする上で
は、最先端のもの、最先端のテクノロジーを扱いたい、
それによって時代を変えていこうとしている人たちの
お手伝いをしていきたい、そういう気持ちを強く持っ
ています。

　　　　“Think different” という考え方に共感
　「Think different」というのは、一度アップ
ルを離れたスティーブ・ジョブズが、アップルに
復帰したあとに取り組んだ 1997 年の広告キャ
ンペーンのキャッチコピーです。ジョブズのいな
いアップルが万人に受けようとして失敗したのに
対し、復帰したジョブズは、分かってくれる人
だけ分かってくれればいいという方向に転換し、
見事にアップルを甦らせました。その考え方に
当時、感銘を受けました。ジョブズの哲学は今
なお変わらずに私の心に息づいています。

初代マッキントッシュ128K（1984年）は、塩野社長の宝物


